
経塚古墳（狛江市）

正面の木立のところが経塚古墳/円墳/5世紀後半ごろの築造



　　　　　マウンドがまともに見えない/南側から見たところ



　　　説明坂がある



　　　うまく写真が撮れない/記載事項は写真の下を参照のこと/このエリアはその昔、泉龍寺の一部だったようだ

「経塚古墳は、5世紀後半ごろの築造と推定される円墳で、当初、直径40m以上の墳丘に、幅10m以上の周溝がめぐっていました。 

以前は、墳丘上に、中世13世紀から16世紀にかけての板碑が、約30基ほど林立していました。そのうち10数基は、いまも泉龍寺などに保存されて
います。中世墳墓として再利用されたのでしょう。 
さらに経典を埋めたという伝承があり、泉龍寺を開創した奈良時代の良弁僧正の墓とする伝承もある複合的な遺跡です。 
平成9年12月、狛江ガーデンハウス新築に伴い、泉龍寺と住友不動産株式会社により、土留め等の整備がなされ、貴重な文化財として保存される
ことになりました。 」



　　　フェンスの中を覗いてみる



　　左端の状況



　　　これは北東側から見たところ



　　　さて、ここは説明坂にあった泉龍寺





　　　山門



　　　　前方に鐘楼門が見える



　　鐘楼門







　　　　右手から側面を見たところ



　　これは本堂







　　　　　　こんなものもあった
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